
短期の株価指標は上昇一巡から

軟調場面入りを示唆

（第７回 2020.07.01）



5日平均は6/10に22,990円でピークアウト、
その後は下落傾向・・・強くはない

終値はその5日平均を出たり入ったりする流れ

5日平均と20日平均は6/24にデッドクロス
・・・上昇相場は一巡

ゴールデンクロス状態（5日＞20日）が52日続いたが、
16年以降では最長

相場の強弱を測るうえで重要な1か月（20日）平均が
「下」向きに転じると、相場は停滞

20日平均がピークを打った日の株価を上値とする保ち合い相
場から、下落へ





5日VS20日・・方向感が出にくい場面に、
目まぐるしいクロスの連続

5日＜20日 5日＞20日

期間 日数 期間 日数

1/7～1/25 6日

1/16～1/24 7日

1/27～2/10 11日

2/12～2/19 6日

2/20～3/30 26日

3/31～4/2 3日

4/3～4/6 2日

4/7～6/23 52日

6/24～



１か月サイクル・２０日平均の「傾き」
で売買タイミングを測る

下表からは１７年以降のデータで、平
時には２０日平均のピークで株を売り、
２０日平均のボトムで株を買えば、報わ
れるという結果が出ています。このこと
からも株価の基本波動は１か月・２０日
であることが分かります。



20日平均が下向きの期間

ピーク ボトム 日数
直前の
高値

直後の
安値 高値

17年 3/21 4/25 25日
3/13
19,633

4/14
18,335

6/20
20,230

17年 7/14 9/8 38日
6/20
20,230

9/8
19274

11/7
22,937

18年 2/1 3/30 39日
1/23
24,124

3/23
20,617

5/21
23,002

18年 10/12 11/21 28日
10/2
24,270

10/29
21,149

12/3
22,574

18～19
年

12/4 1/24 31日
12/3
22,574

12/25
19,155

4/25
22,307

19年 5/8 6/18 29日
4/25
22,307

6/4
20,408

7/25
21,756

19年 7/29 9/3 25日
7/25
21,756

8/26
20,261

12/17
24,066

20年 1/20 4/9 55日
1/20
24,083

3/19
16,552

6/8
23,178

20年 6/26



２０日平均が「下向き」の期間というのは
足下の株価が２０日前の水準を下回り続けて
いる期間ということになります。言葉を換え
れば、１か月（２０日）サイクルでの調整期
間ということになります。
上記の短期の調整期間の日数は２５日から

５５日の範囲になっています。ほぼ１か月半
から２か月というサイクルです。直前の高値
から安値までの日柄を見てもほぼ１か月から
２か月です。時間関係からみても比較的売買
のタイミングを特定しやすいといえます。



質問コーナー



昨今、次のSQに向けての海外勢の裁定
残高、先物、オプション等が注目されて
あます。どこのデーターをみればよいか、
またポジションからどう読み解くか勉強
不足です。機会あれば是非ともご教授願
います。

カブト






